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『波について』における愛とエネルギーの力学
-Gary Snyderの愛についての一考察一

塩田 弘

序

スナイダー (GarySnyder)の中期の詩集『波についてj(Regarding Wave， 1970)では，自

然界の様々な活力や，彼の結婚や長男の出産といった幸せな家庭生活が詩の題材となっている。

これらの題材を通じて，この作品の中では従来の枠組みに収まらない「エネルギーの交換」に

基づく独自の愛の概念や思想が描かれている。それは，詩人の自然観と生命観の深まりと，熱

力学などの科学的根拠によって支えられたものであり，特に家庭の中での人間の愛を自然界の

営みのひとつとして温かい目で見つめている。スナイダーの描く愛は，自我の認識に基づく魂

と肉体に関する宗教的，文学的な従来の西洋に伝統的な愛とは異なり，自らを生きとし生ける

生成発展する生命体としてとらえ，自然との共生の思想に基づく新しい愛である。本小論では，

スナイダーの詩にみられる自然な生き方に基づく独自の愛の概念と，その構造を探る。

l 

スナイダーは， D. H. ロレンス (D.H. Lawrence)の作品をすべて読み，大きな影響を受

けているが，ロレンスの詩集 I鳥，獣，花J(Birds， Beasls and Flowers 1923) を読んだ時に，

「よし，詩に転向しよう，現代詩にJと思い，詩の創作をはじめたと述べている(スナイダー

「詩と仏教J221)。スナイダーは『波についてjの前年に出版されたスナイダーの散文集『地

球の家を保つにはJ(Emtlz HOlIse Hold 1969)では，彼が日本に向かうタンカーの船上で，ロ

レンスの小説『アロンの杖J(Aaron 's Rod 1922)ついて思いを巡らせながら，独自な愛の概

念について述べている。

ロレンスと設のとほうもない，正確な，一方的な，直感。アメリカ・インディアンとポリネシ

ア人は偉大な文化を発展させ，しかもほとんど意詩的に人口をおさえていた。またさらに， I愛
は不可解な人間精神の過程だ。愛はまた不可解であるがいぜんとして過程にしかすぎない。この

過程は完成に向かつて儲くべきもので，認と体がついにはほろlまされてしまうような集中と極端

の恐怖に向かうべきではない。愛の過程の完成とは，男と女が，純粋な，本来の自分に達するこ

と。それだけだ。J(E加 IzHOlIsc Hold 32) 

ロレンスの愛について，馬本は「ロレンスが我々読者にその愛の世界を通じて開顕してくれ

た生命の認に蝕れることにより，我々は，いままで以上に充実して生きることへのヒントをそ
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こから学びうるJ(335) と述べた。既成の愛にとらわれない生命の本源に基づく愛の可能性を

探るロレンスと彼の作品について，スナイダーは「とほうもない，正確な，一方的な，直感」

と述べる。さらに， Iアメリカ・インディアンとポリネシア人が偉大な文化を発展させ，しか

もほとんど意識的に人口をおさえていた」とスナイダーは述べる。西洋文明とは異なる偉大な

文化に対する称賛であり，生態系の収容力を維持しうる範囲内で偉大な文化を発展させた民族

の生活スタイルに敬意を示している。先住民のように地球と人聞が調和を保った生き方をして

いくことが，人間中心的ではない愛のある生き方であることを示唆している。

スナイダーはさらに愛を「不可解な人間精神の過程」と述べる。人間の精神は，神秘的で不

可解な側面が多分に残されているが，哲学的アプローチに加え，様々な科学的解明が進んでい

る。二十世紀前半から始まった波動力学の研究(1926年のシュレディンガーによる論文)は，

人間の精神の構造が地球の自然原理に基づいていることを示唆している(ペンローズ 237-8)。

すなわち，精神とは自然の摂理に基づいた神秘に満ちた不可解なものなのである。そして，愛

が「過程Jであることをスナイダーは強調する。プラトンに始まり，後の時代に展開されたエ

ロス的な愛の概念は，あまりにもしばしば死の概念と結びっく(渡部 3)。スナイダーは，こ

のようなエロス的愛とは異なる新しい愛を探求する。それ故「魂と体がついにほろぼされてし

まうような集中と極端の恐怖に向かうべきではない」とスナイダーは述べる。人間を特別な存

在と見なす従来の愛ではなく，自然の摂理と人間本来の営みに基づいた「過程」としての愛を

スナイダーは探求する。それはスナイダーがインタビューで次のように述べていることからも

明らかである。

我々はこの星で何をしようとしているのか?それは愛の問題である。西洋の人間中心的な愛で

はなく，動物や岩や土やすべてのものに及ぶ愛である。この愛がなければ，たとえ戦争が起こら

なくても，住めない場所のために我々は死に至るかもしれない。 (TheRealWork 4) 

このように，人間中心的な愛ではなく，地球の生態系に根ざした愛の復権をスナイダーは唱

えるのである。このような愛に対する考え方は，スナイダーの詩に何度も繰り返されている。

その中で『波についてjの「愛Jという題名が付けられた詩には，自然の中での愛が歌われて

いる。

Love 

Women who were turned inside-out / Ten times over by childbirth / On the wind-washee 

lonely islands / Lead the circle of obon dancers / Through a full moon night in August / The 

Y oungest girllast ;/ W omen who were up since last night / Scaling and cleaning the flying fis~ 

/ Sing about love. / Over and over， / Sing about love. / Suwa-no-se Island (50) 

愛

子供十人産んで腹んなか十回/ひっくり返された女たち/風吹き寄せる淋しい孤島で/

盆踊りの輪の先頭を勤める/八月，満月の夜，一晩中/一番若い娘は しんがりだ。/ト
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ピウオの鱗落としをしたり 腸を取ったりして/昨夜からいっすいもしていない女たちが/愛

について歌う/何度も何度も/愛について歌う。/(諏訪之瀬島1))

この詩で描かれている愛は， Iロマンティックな愛」とは異なる。オカダは，この詩に描か

れた愛は，禅の「空jを明示しようとするものであると述べる (Okada210)。しかし，この

詩には禅の「空Jの概念以上に，地球上の人間の営みが愛として描かれている。詩の官頭で，

子供をたくさん産んだ女が盆踊りの輪で先頭になり，一番若い娘が一番後ろになる様子が描か

れている。毎年繰り返される祭りのなかで，この順番は，次の世代へ生命の引継を象徴してい

る。この祭りの列が象徴するものは，スナイダーが『地球の家を保つには』で述べた「愛の過

程」のひとつである。ポール (ShermanPauI)は， r波について』のかなでは， I女性として

の自然が歌われていて，従来の特定の女性を神聖化する流行のロマンティックの愛ではなく，

女性自身を女神として描いているJと述べた (76)。また，田中によると，詩集の題名ともなっ

ている“RegardingWave"では，“Wave"と“Wife"は語源的，意味的に近しこの二つの

単語は近いものであり，“wife"は創造のエネルギーとして位置づけられている (55-7)。この

ように，女性を神秘的に崇拝するスナイダーの態度が，この詩にはあらわれている。これは，

女性を男性以下の存在に毘める文明社会での「女性の神秘性2)Jではなく，男女を同じ視点で

捉えた上で，生態的想像力に基づいた女性の神秘性をうたっているのである。

「愛」の詩で描かれているのは， トビウオの鱗落としをしたり腸を取ったして食べ物を準備

する女達であり，彼女たちは人間の営みを司る豊穣の女神である。ステューディングは，ロレ

ンスとスナイダーが共に，女性を生命の源だと捉えていると指摘するが(143)，この詩では，

生命の源である女たちが，愛について何度も何度も歌うのである。スナイダーは，女性を生命

の源と捉えることで，自然と人間との接点、を見出すが，それは父権制の歴史と共に進行した自

然征服の概念とは異なり，自然の摂理に基づいた考え方である。さらに， I魂と体がついには

ほろぽされてしまうような集中と極端の恐怖に向かうべきではないjと『地球の家を保つには』

に書かれているように，束縛や一方的な支配関係に基づく愛や，しばしば死の概念と結びつけ

られるエロス的な愛ではなく，人間の自然な営みに支えられた愛が歌われる。それは決して人

間中心的な愛ではなく，地球上のすべての営みに及ぶ愛である。人聞が自然の中の生物的次元

に還元されるのは，男が純粋な雄に，女が純粋な雌になることであり，愛は，そのための大事

な手段である。近代文明から遠く離れた小さな島の盆踊りで生き生きとした女性達を描くこと

によって，スナイダーは，自然な生き方に基づく愛のあり方を探求している。

スナイダーの愛の概念は，ロレンスと共通する点がある一方で，両者には相違点がある。そ

れは，ロレンスが最終的に目指したものは，他者との感応関係によって成就を勝ち取ることで

あるのに対して (Lea吋s103)，スナイダーの愛には，男女の結合にとどまらず，地球の環境
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と人間との調和のとれた世界の回復を目指している点である。確かに，ロレンスの作品には美

しい自然描写に彩られていて，一種の自然崇拝心が描かれている(飯田 99}。しかし，スナイ

ダーは，科学の理論などを取り入れることによって，地球的な想像力をさらに発展させ，人間

を地球の生態系の一部に位置づける。そして，独自の愛を探求するのである。それは，次に取

り上げる「味覚の歌J(Song of the Taste) にあらわれている。

2 

『波について』では，自然な人間の営みに基づく愛が描かれているが， r味覚の歌jでは，

人間の食べる行為が描かれている。そして，食べる行為の延長上に，恋人とのキスが描かれる。

Song of the Taste 

Eating the living germs of grasses / Eating the ova of large birds / the f1eshy sweetness 

packed / around the sperm of swaying trees / The musc1es of the f1anks and things of / soft-

voiced cows /・出ebounce in the lamb's leap / the swish in the ox's tail / Eating roots grown 

swoll / inside the soil / Drawing on life of living / clustered points of light spun / out of space 

hidden in the grape. / Eating each other's seed / eating / ah， each other. / Kissing the lover in 

the mouth of bread: / lip to lip. (17) 

味覚の歌

草の中にある生きた匠珠を 食べる/大きな烏の卵子を食べる f 揺れる木々の精虫のぐ

るりに/詰め込まれた 多肉質の甘味/優しい声をした 雌牛たちの/脇腹や太いももの

筋肉/子羊の跳躍の中に潜む活力/雄牛の尾が空を切る音/地中で肥え太った/植物の

根を食べる/みなが生きているものの命に頼っている./葡萄の種のなかに隠された/

宇宙から紡ぎ出される/光のかたまり。/おたがいの種を食べあい/ああ食べあう/お

互い同士を。/ノfンを食べている恋人の口にキスをする/唇に唇を。/

スナイダーは，植物の匪種や鳥の卵子，牛や羊の肉，葡萄などの栄養の詰まった食べ物を，

「宇宙から紡ぎ出される光のかたまりjと述べている。食べ物が宇宙から紡ぎ出される光のか

たまりだと述べるのは，彼の科学理論に基づく独自なエネルギーに対する解釈が反映されたも

のである。ステューディングは，スナイダーが当時のエネルギーに関する科学の学術書の影告

も受けているが，彼のエネルギーに対する解釈は独自なものであるとしている3) (Steuding 

132-4)。すなわち，太陽は宇宙空間に存在するエネルギーの固まりであり，太陽のエネルギー

は太陽光線として地球上に届く。それは植物の光合成によってエネルギーの固まりとなる。そ

れは草食動物の糧となり，さらに肉食動物がそれを食べて活力とする。地球上の植物連鎖の牛

で，すべての生物はお互いに支え合って生きているのである。あらゆる生命活動は，エネルギー

に支えられているが，それは「エントロピー水準の復元J(槌田 55)であると説明できる。す

なわち，動物の場合，食べた物のエントロビーが大きくなるときに出てくるエネルギーを吸尽

して生きていて，エントロビーが大きくなったものは廃熱や排出物として捨てられる。それを
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補充するために，動物は絶えず環境から物を取り入れなければならない。それらは，地球上の

自然界では，精密な食物連鎖によって循環が成り立っている。スナイダー自身， Iこの食物の

連鎖の中で私はどこにいるのかけ u地球の家を保つにはj61)と述べているが，彼は『波に

ついてJでは，人間の活動のすべてを食物連鎖の中に位置づけている。人聞は地球上で超越し

た存在ではなく，地球全体の一部分なのである。

人聞は，他の地球上の生物と同様に，エネルギー交換の連鎖のなかにあるが，それは食べ物

によってのみ成り立っているのではない。地球上の様々な活力や，他者との交感によってもエ

ネルギーの交換をするのである。詩の最後に， Iパンを食べている恋人の口にキスをする 唇

に唇を」と述べられているように，スナイダーは恋人とのキスによって，生きる糧としてのエ

ネルギーを交換する。それは食べ物を食べる行為と同じように，恋人と口づけをし，恋人との

愛によって活力を得るのである。それは人聞に与えられた特権ではなく，大地と動植物を含む

すべて存在の全体性の中で，その営みに基づいた行為である。人間とは，そのアイデンティティー

を他の生命種の地位と役割へと交感的に展開させる存在であり，そうすることで人聞は地球上

の生物の一員となるのである。「味覚の歌jで， Iおたがいの種を食べあい/ああ食べあう/

おたがい同士を。Jと述べられるように，人間の存在も，お互いにとってエネルギーであり，

おたがいにそれを交換して， I食べあうJのである。もともと光のかたまりだったエネルギー

が人間の体や活動源となり，お互いに交流することによってエネルギーを交換し，おたがいの

新たな活力となす。

「この食物の連鎖の中で私はどこにいるのか ?Jというスナイダーの問いかけに対して，彼

は結婚して家族を持った時に，さらなる答えを見つける。彼は家族の中に，連鎖の中での居場

所を見つけるのである。スナイダーにとって，家族がエネルギーのネットワークであり，妻が

エネルギーを与える存在だとステューディングは述べたが (35)，家族はお互いにお互いのエ

ネルギーを交換する存在である。「燃える島J“burningIsland" (Regarding Wave 23-4) とい

う詩の中で，スナイダーは「新月の出る日に/この火口のふちで/結婚のちぎりを結ぶ」と述

べている。この詩においても，自然界の活力は「流れ/渦巻きよ/そして/自然の中の/様々

な活力よJと述べられているが，スナイダーと妻となるマサとの愛の契りは，自然界の様々な

活力のーっとして捉えることが可能である。二人の結婚の契りは，新月の宇宙からのエネルギー

と，火山の地球のエネルギーと交響して，エネルギーネットワークとしてのさらなる活力が与

えられるのである。

やがて二人は結婚して長男カイが生まれる。「家を出ないで」という詩では，長男が生まれ

て，新しい命をあたたかく育むスナイダーの家族の様子が描かれている。
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Not leaving the House 

When Kai is bom / 1 quit going out / Hang around the kitchen---make combread / Let 

nobody in. / MaiI is flat. / Masa Iies on her side， Kai sighs， / Non washes and sweeps / We sit 

and watch / Masa nurse， and drink green tea. / Navajo turquoise beads over the bed / A 

peacock taiI feather at the head / A badger pelt from Nagano-ken / For a mattress; under the 

sheet; / A pot of yogurt setting / Under the blankets， at his feet. / Masa， Kai， / And Non， our 

friend / In the green garden light reflected in / N ot leaving白ehouse. / From dawn tillate at 

night. / making a new world of ourselves. / around this Iife. / (Regarding I均ve34) 

家を出ないで

カイが生まれた時/外出を止めた/もっぱら台所で ぶらぶらしたーートウモロコシ・パ

ンを/作ったりして/誰も中に入れなかった。/郵便物も無味乾燥だった。/マサは様

を向いて寝ている，カイがため息をつく./ノンが洗濯し 掃除もしてくれる/ぽくらは座っ

て マサが乳をやるのを/ただじっと見ている，そして 緑茶を飲む。/ナパホのトルコ石

のピーズを ペットに掛けて/頭のところにはクジャクの尾の羽根/シーツの下にはヨーグ

ルトの道具一式/これはカイの足下へ。/マサ，カイ./友達のノン/庭から射し込

むみどりの光の中. /家を出ないで/明け方から夜遅くまで/この「いのちjを囲ん

で/ぼくら自身の新しい世界を作る。/

この詩では，あたらしい命を大切にあたたかく見守りながら，庭から.のみどりにはねかえっ

た太陽の光を浴びてゆっくりと生きていくスナイダーの家族の様子が描かれている。ここで，

家族はエネルギーのネットワークとしての役割を果たしている。毎日の食べ物を作り，お互い

の存在がお互いの生きる糧となっている。「明け方から夜遅くまで，この「いのち」を囲んで，

ぽくら自身の新しい世界を作るJと詩の最後に書かれているように，息子の存在によって，家

族に新しい活力が生まれ，新しい世界が作られるのである。子育ては，単に子供の世話をする

のではなく，新しい命を育むことで，全員が生きる力を与えられているのである。食べ物から

生きる力を摂取するように，様々な活力を受け入れることによって，生きる力が支えられ，同

時に，他人に活力を与えるのである。これは，すべてのものは他のあらゆる物につながってい

るとする「エコロジーの第一法則J(Rueckert 108) にも共通する。

3 

スナイダーの詩のスタイルについても，自然界のエネルギーを反映させ，人間に活力を与え

るものとなっている。『波について』に収められた多くの詩の行や連が，潮の満ち引きを象徴

するような配置になっている。このような傾向はスナイダーの他の詩集にも見られるが，特に

この詩集において強調され，その活力のある表現法によって，詩のテーマを達成しようとてい

るとポールは述べる (Paul77)0 r味覚の歌」や「家を出ないでJ.そして後に取り上げる「そ

れ」“IT"にもみられるように，スナイダーの詩は，行や連の配置によって視覚的に波を連想

させるべく工夫されている。同時に，マーティンは. r波についてjに収められた「波」
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(“Wave")， I波についてJ(“Regarding Wave") の二つの詩を取り上げて，これらの詩には

パターン化された比喰構造があり，それは繰り返し，循環することによって，詩の主題を知実

に表現しようとしていると分析する (Martin207-8)。スナイダーは，視覚的効果だけではな

く，規則的な繰り返しによる音戸的効果や，意味的な反復によるイメージ連鎖によって，詩を

波のイメージとして喚起させるのである。

スナイダーにとっての波は，自然界の活力を象徴するものであり，詩のスタイルを波に擬え

ることによって，詩を人間に活力を与える存在とするのである。スナイダーにとって，波は自

然理解であり，様々な波をほめたたえているとポールは述べる (Paul77)。一方，リュカート

は，文学とエコロジーの関連について論じた際に， I詩はエネルギーの一部であり，生命を支

える道しるべである」と述べた (Rueckert108)。詩人から流れ出す言葉によって編まれた想

像力が詩であり，詩を読むことによってエネルギーが読者にエネルギーの移動をもたらすとレ

カートは続ける(109-110)。熱力学の第一法則によると，エネルギーは勝手に作られたり壊さ

れたりするものではなく，エネルギーの増加は，外から加えられた仕事量と熱量に等しい。従っ

て，エネルギーを蓄えた詩は，無から生み出されるものではない。リュカートは，文学のエネ

ルギーは，一般的な他のエネルギーとは異なることを示唆している(109)。しかし，スナイダー

の想像力は，地球上のエネルギーの交換 (熱力学の第一法則) に的確に基づいていて，外部

から得たエネルギーによって生み出されている。その外部からのエネルギーとは， I味覚の歌」

や「外に出ないでJで書かれたような，食べ物や，家族かどから得たエネルギーである。スナ

イダーの詩を書く行為はエネルギー交換の延長線上にあり，エネルギーの交換がスナイダーに

とって愛の核心なのである。

以上のような考え方がを読みとることができる作品が， r波について』に収められた“IT"

という詩である。一見，窓意的に見える活字の並び方は，全体を見ると波のようなかたちであ

り，視覚的な効果が大きいので，原文のままに引用する。

IT 

【ReadingBlake in a cowshed during a typhoon 

on an island in出eEast China Sea】

Cloud---cIoud---cIoud--- hurls 

ut and over ; 

Bison herds stamp-

peding on Shantung 

Fists of rain 

flail half down the length of the floor 
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Bamboo hi1ls 

bend and regain; 

fields foIIow出eIaw of waves. 

puppy scuds in wet 

squats on the sIat bed 

-on the edge of a spiraI 

Centered five hundred miles southwest. 

Reading in EngIish: 

the way the words join 

the weights，出ewarps，

1 know what it means. 

my Ianguage is home. 

mind-fronts meeting 

bite back at each other， 

whirI up a Mother Tongue. 

on巴hundredknot gusts dump palms. 

over somebody's moming cream---

Cowshed skuII 

Its windows open 

swaIIows and strains 

guIfs of wiId-slung 

qUlvenng ocean alr. 

breathe it; 

taste it; how it 

Feeds the brain. (42-3) 

それ

【東シナ海の島で，台風の間ずっと牛小屋でプレイクを読んでいる】

雲一一一雲一一一雲一ー 上空一面にたたきつける/野牛の群が薄い絹の表面を踏みならす/こ

ぶしのような雨粒が床下の半分の高さまでまで跳ね返る/竹の丘が曲がって，また元に戻る

/フィールドは波の法則に従う/ぬれた子犬が飛ぶように走り/五百マイル南西に中心をな

すらせんの縁では，うずくまる/単語のつながり方，音節，状況を英語で読む/私はそれが

意味することを知っている/私の言語が中心地/心の前線が/互いに食いつき食べあ

う/母国語が渦を巻く/百ノットの突風が掌に打ち込み/だれかの朝の体液になる一ー/

牛小屋の頭/その窓口が聞かれて，/吸い込み ピンと張る/自然に垂れ下がった湾で/

海の空気が震え/吸い込み/味わい どうするか/頭脳に糧を与える。

この詩の官頭では， r台風の日に，東シナ海上の島でプレイク (Wil1iamBlake) を読んで

いる」と述べられている。スナイダーは，プレイクについては『亀の島J(Turtle Island， 1974) 

でもふれ，プレイクの言葉「エネルギーは永遠の喜びJ(“Energy Is Eternal De1ight") を引
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用している (TurtleIsland211-2)。ここでスナイダーは， rロス・アンジェルスへの電力はエ

ネルギーではない」とも述べているが (Ibid.)，スナイダーにとってエネルギーとは，自然界

の法則に基づいた愛，すなわち自然の摂理に基づいた活力の交換によってのみ成り立つものな

のである。

次に，“IT"の第一連の後半で，台風による雲のうねりや，竹が風にしなる状況を書いた後，

「フィールドは設の法則に従う」と書かれている。「フィールドj とは，目の前で波のように

しなっている竹林だけではなし広く人間の世界も指している。波の法則が当てはまるのは，

人間の愛を含めた自然界のすべてであり，活力の交換によって，その営みが成り立つのである。

“IT"の第一連では島の台風の様子が中心に描かれているが，次の第二連では詩に描かれる

事柄は別の場面に移る。この点について，マーフィーは次のように述べる。

詩の次の部分では，スナイダーは熱帯の嵐から，手に持っている本と著者と読者の関係に注意

を切り替える。嵐に没頭することが経験であるのと同じように，テキストにも没頭するのである。

台風を引き起こす気象前線のように， r心の前線jが「お互いにかみ合う」。この行を通じて，第

一連で述べられた「子犬」がスナイダー自身につながっている。両者は「嵐」に反応している。

一方は台風であり，一方はプレークの詩である。 (Murphy104-5) 

マーフィーが述べるように，プレイクの詩は，台風と同じ「嵐」であり，波のー形態として

エネルギーを伝える活力である。スナイダーはプレイクの詩を読み，その活力に反応する。牛

小匡にいるスナイダーの「頭の窓口J，すなわち視覚や聴覚などの五感によってエネルギーに

感応し，そのエネルギーの波をありのままに受け入れることによって，スナイダーは詩的想像

力を得て， r頭脳に程を与えるj。自然界の活力と同様に，プレイクの詩のエネルギーによって，

スナイダーは新たな活力を得るのである。量子力学の「場の量子論jによると，すべての力は

粒子の交換として説明でき，すべての粒子は粒子と波の性質を合わせ持つ(米谷 132)。この

ような概念を，東洋の神秘思想や現代思想とも重なる考え方だと田中は述べている(田中 58)。

スナイダーの思想は，科学や哲学や宗教などの様々な要素によって成り立っていて，特に科学

理論を神秘的に再編成するのである。スナイダーの思想について田中は次のように述べる。

このようなスナイダーの考え方に立つと，私達はいわば波のような存在であり，流れている存

在である。法というのはひと続きである。つまり，人間も，貝も，大理石も，木も，砂丘も，サ

ボテンも，縞馬もひとつながりの存在である。各々が離絶した孤立した存在ではない。すべてが

つながり合い，循環している。すべてが伺の目のように，相互にささえ合っている。循環して流

れているということは，すべての存在が生きているということである。生命があるということで

ある。 (58)

地球上のあらゆる存在は，設のような存在であり，相互につながっている。スナイダーの詩
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は，このような思想を再現したものである。そして，自然界でのエネルギーの交換を愛として

捉え，それを人間の精神的な活動にまで展開させ，家族愛や異性愛を，神聖さを帯びた物語と

して語るのである。

結び

スナイダーは，エネルギーに関する科学理論などによって， D. H.ロレンスの愛の概念を発

展させ，新たな可能性を探った。エネルギーの交換の媒介である波は， r波について』の詩の

中で意味的，形式的に何度も用いられ，自然界の様々な活力を最もよく象徴するものである。

愛も自然界の活力であり，個体の生存を可能にする物理的，精神的なエネJレギーの交換の手段

である。詩を書く行為も，他人にエネルギーを伝えることであり，ひとつの愛のかたちである。

詩で描かれたスナイダーの日常の生活も，自然界の循環の中にあり，家族の問でのエネルギー

の交換が描かれている。このように， r波についてjでは，地球の生態系を基盤としたあらゆ

る次元での自然な活動が，エネルギーの交換という概念に基づき描かれるのである。

}王

l)r愛Jr味覚の歌Jr家を出ないでJの訳は，金関寿夫，加藤幸子(訳)rスナイダー詩集ノー・

ネイチャー』を参照した。

2 )文明社会においては， r女性の神秘性」は男性の側からの女性支配に結びついていると指

摘される。「女性の神秘性jのイメージによって，女性は低次元の存在として生きること

を強いられているとフリーダン (Friedan，Betty) は述べている (307)。

3 )ステューディングは，スナイダーのエネルギーに関する考え方は，フリーマン・ジョン・

ダイソン (Dyson，J)のエネルギーに関する記述に共通していると指摘している (Steuding

132)。量子電気力学で大きな功績をあげたダイソンは， r次の世紀の科学者がエネルギー

をどのように定義するか知らないし，どのような未知の専門用語で論じるのか知らないが，

物理学者達がどのような言葉を使おうとも，プレイクを否定するに到ることはないだろうc

エネルギーはある意味で，生命の創造主であり，生命の贈与者のままであり，我々の数学

的記述を超越したものである。その本質は，生物の存在しない宇宙のなかで，生き物とし

ての我々の存在の，神秘の中心にあるのだJ(Dyson 19) と述べている。
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Dynamics of Love and Energy in Regarding Wa ve : 
A Study of Gary Snyder's Love 

Hiroshi SHIOT A 

The objective of this paper is to examine Gary Snyder's views on love in Regarding 

Wave with special attention to his attitudes toward nature and his scientific thinking. 

In Regarding Wave, Snyder tries to locate the element of love within the conversion of 

energy through biological imagination. He observes the behavior of the human race, and 

he holds females, in great esteem as the source of the energy. Snyder's idea of love is not 

based on the traditional concept of love in the Western world, but it is an extension of the 

act of eating. For him, his partner and family are an energy network that supplies him 

with vitality. Love is the most important process of exchanging energy which is not 

privileged to humankind. Accordingly, Snyder extends the identity of human beings into 

the roles of other life forms on earth. 

This idea is supported by his detailed understanding of the'natural world. There are 

some scientific theories behind his literary imagination; the first is quantum mechanics, the 

fundamental theory used by 20th-century physicists to describe atomic and subatomic 

phenomena. According to the quantum theory, the conversion of energy is caused by wave 

patterns in the natural world, so on many occasions, Snyder uses waves metaphorically in 

the poems both in their contents and in their forms. Even more important is thermodynam

ics, the branch of physics that studies the transfer of heat and the interconversion of heat 

and work in various physical processes. Snyder's imagination is also transferred from the 

external energy according to the first law of thermodynamics. Therefore, his creative 

activities are located in the working of nature, and his poems store wave like energy which 

is transmitted to his readers. 

Love is an essential part of the flow of his scientific energy and the idea that one 

organism is linked to another, and then another is the most important part of his thought 

project. Snyder locates human beings as merely a part of the totality of the environment 

rather than at the center of the world. 
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